
しまね地域医療支援センター事業の実施状況について 

 
【令和２年度の重点的な取組み】 

■ 地域枠等医師のキャリア形成支援の強化 

■ 臨床研修医、専攻医の増加を図るための取組みの強化 

■ 大学、関係医療機関、県、市町村との連携の強化、“オールしまね”での取組みの強化 

 

１ 医師のキャリア形成支援事業  

（１）医師面談・医局訪問 

  ・地域枠等の医師・大学６年生との面談 

  ・島根大学医学部附属病院の各診療科（診療科長）を訪問 

   登録者２１３人 

うち個別面談１０８人（ＷＥＢ４１人、対面６７人）、医局訪問で確認１０１人 

  ・地域枠等医師が勤務する病院に対して、対象者の義務履行とキャリア形成に配慮した支援を

お願いする文書を４月に送付 

（２）キャリア形成プログラムの周知 

  ・キャリア形成プログラムの学生向け説明会を実施（令和３年４月２日） 

 

２ 充実した研修体制支援事業  

（１）しまね初期臨床研修医合同研修会 

   ＷＥＢで実施 

   参加者数 ５５人 

（２）若手医師自主企画助成 

   ２件助成（交付決定） 

（３）研修・指導体制魅力化事業 

   ５件助成（交付決定） 

（４）指導医講習会 

   ＷＥＢで実施 

   第１回 ９月７日、１８日、１９日 参加者２２人 

   第２回 ２月２日、１９日、２０日 参加者１７人 

 

３ 研修医確保に向けた情報発信事業  

（１）臨床研修病院合同説明会「しまね研修ナビ」の開催 

   第１回（ＷＥＢ）６６人 

   第２回（ＷＥＢ）４０人 

（２）専門研修プログラム合同説明会 

   第１回（ＷＥＢ）１１人 

   第２回（ＷＥＢ） １人 

（３）病院見学旅費助成 

   医学生対象２８件 

   研修医対象 ９件 

（４）中学生・高校生の医療現場体験セミナー 

   参加者１８人（冬休み・高校生） 

（５）多様なメディアを活用した情報発信事業 

   フェイスブック、ホームページ、支援センターマガジン、臨床研修ガイドブック 

 

４ 関係機関との連携体制の構築  

（１）トップセミナー 

   ３月１２日にＷＥＢ＆集合型で開催、テーマ「医師の働き方改革」 

（２）市町村、関係病院への訪問 

   １４市町村の担当課、関係病院を訪問 

（３）島根大学医学部附属病院の各診療科との連絡協議会を開催、医師派遣検討委員会に参加 
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